
記者発表資料 
平成２７年１０月２日 
秋田県建設部河川砂防課 
国土交通省東北地方整備局 

湯沢河川国道事務所 
 

「秋田焼山」火山噴火時の減災計画検討に着手 

「秋田焼山火山噴火緊急減災対策砂防計画」の検討に先立ち、

国・県の砂防部局と学識経験者、気象台等による現地調査を

行います。 

 

日時：平成２７年１０月６日（火）・９日（金) 

１０：００～１６：５０（予定） 

両日ともに内容は同じです。 

  場所：玉川ダム管理所（仙北市田沢湖玉川字下水無９２） ほか 

内容：  

① ヘリによる上空からの調査 １０：２０頃～ 

   ※当日の天候によりヘリでの調査を中止する場合があります。 

その場合、以降の予定が変更になります。 

② バスによる周辺施設等の調査 １３：２０頃～ 

        酸性水中和処理施設、玉川温泉、後生掛温泉 

 

（取材について） 

ヘリやバスへの搭乗を希望される報道機関の方は、事前に連絡をお願

いします。搭乗人数に限りがあるため、搭乗できない場合があります。 

 

 

※発表記者会：秋田県政記者会、横手記者会、秋田魁新報社大曲支局・角館支局・湯沢支局 

《問い合わせ先》 

秋田県 建設部 河川砂防課 

 TEL ０１８－８６０－２５１８（直通） 

   砂防・防災班   佐々木 政彦・佐々木 長史 

国土交通省 東北地方整備局 湯沢河川国道事務所 

 TEL ０１８３－７３－５５４４ 

    技術副所長    佐藤 徳男（内線２０４） 

   〇調査第一課長    林  将宏 （内線３５１） 
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